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導入後の変化と

rnoへ更新したメリットは?
導入に至つた経緯と

導入のポイントは?

frnoは被検者の総合健康管理をはじめ、

ヘルスケアデータの管理0参照を組み合わせること

2000年秋から現施設で診療されて

いる泉岡先生。当初から電子化への強い

意向を持たれ、2001年から電子カルテを

導入されている。患者さんのニーズを、

かかりつけ医として「患者さんの身体を

分かつている」事と考えた時、患者さんを

トータルでサポートするためには、たく

さんのデータをデジタル媒体で管理し、

必要な情報が簡単に検索でき、いち早く

引きだせる事が重要と日ごろからお考え

だった。当初は、心電図等もスタッフが

スキャナで取込んでいたが、患者さんが

増えた時でも確実に長期間にわたつて

データを管理し、スタッフの労力を軽減

するためには検査データもデジタル管理

する必要があるとのお考えから、2008年

にフクダ電子の検査データビュアーソフ

ト「FEV‐ 80」 を導入いただく。

今後の開業医の業務の変化を考えた

時、ここ10年以内の近い将来、診断学

と治療学でAIの分野が進化。導入が進

む事を予想さね、その膨大なデータの

管理や利用には、クラウド化は必須で、

そういつた変化を見越して、早くにクラ

ウドシステムに慣れておくべきだとお考

えに。また、開業医の動向を鑑みて、在

宅診療を抜きにはできないとのお考え

から、往診先等出先での検査データの

確認が増えてくる事も予想され、そう

いつた機能も今回の「f'no」導入のポイ

ントになつた。

より解像度の高くキレイな描画にも

対応し、検査結果を画面に表示した患

者さんへの説明に説得力が増した事も

あり、患者さんに検査結果を説明する

機会が増えた。

「f'no」 へ更新後、患者さんへの説明

が1番主な使用方法になつている。特に

CBC、 CRPの説明でよく使用しており、

検尿のHbAlcのデータ表示も良いと

思う。また、エコーも、以前は(写真)プリ

ントの紙で見ていたが、それを使用して、

n′‐出κz露｀ヽ
′/,嘱ξscaF"リゥ
災書薇書椰支コレ ステム

―

  _

il柵 |
銹
脳
日
I

Cloud

病 院

フクダグループが提案する
クラウドシステム

オ

ヽ

ミ

在 宅

■ヽ
〔`

「
,

クリニック

●,F― ステム 検査データ管理システム
1往 診 |

1医療法人社団 宏久会 泉岡医院 R169層諦窯]苺
【理念】昭和35年より=代

にわたり京橋の地で地域医療に取り組んできま

した。その医療に対する姿勢は保ちながら電子カルテやレントゲンのデジタル

化を行い患者様のデータを長期にわたり管理し地域のかかりつけ医として邁進

していこうと考えています。また、積極的に地域の活動や区民・医師・コメディカ

ルの勉強会にも参カロし地域医療の向上にも努めていこうと考えています。
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検査データ管理システム

可育Eです。

□

説明することはなかつた。心エコーだけ

はUSBで画像をとつて見せていたが、

「
'no」 を使用して表示するようになり、

圧倒的にキレイになった。骨密量計、

肺機能検査の結果も、以前の感熱紙だと

患者さんに診せてもピンとこなかつたが、

画面での説明がしやすくなつた。それに、

印刷もキレイになつたので、検査結果を

A4の紙に印刷して患者さんに持つて

帰つていただくようになつたもことも良

くなつた。

地域のかかりつけ医としてのアピール

としても患者サービスの向上につながり

大変良かった。
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外部との連携を期待している。例え|よ

検査会社さんと連携しデータ共有する

ことを期待したい。診断学としてのAIを

電子カルテか、検査システムか、どこが

するのかにもよるが、将来的にAIが導入

されてくる事を想定すると、採血結果を

踏まえないという事はあり得ないと思う。

AIの診断能力でも、採血結果がない場

合とある場合では、相当結果が異なつて

くるはずだろう。その他、レントゲン

器械との連携など、さまざまな器械とも

連携構築が必要になっていくだろう。
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についての研究として、「Welbyマイ

カルテX」 利用高血圧症患者を対象に、

家庭内で日々測定された血圧値も利用

されていた泉岡医院。新システム

「rno」 の今後のリリース展開として、

アークレイ社の血糖自己測定データの

クラウドサービスとの連携も予定され

ている事など、外部とクラウドサービス

の連携にも注目されている。特に1ヽメeby

マイカルテ」のような日常のヘルスケア

データを管理するサービスとの連携に

強い関心を示された。
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以前から高血圧症患者におけるス

マー トフォンアプ リを利用 した血 圧 管 理   当院に設置されているフクダ電子製血圧脈波検査装置

※「ヽ′Velbyマイカルテ]は糖尿病や生活習慣病の患者さんの自己管理をサポートするクラウドサービスです。

検査データ管理システム f'no(エフノ)は、クラウドサービスを

利用した3つのサービス提供を実現。また、検査データ管理

サービスで|ま「3つのアプリケーション」を搭載し、より簡便かつ

効率の高い操作が可能となりました。
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クラウド機能に関しての

今後の展望は?

今後finoに望むことは?

3つの
サービス

検査データ管理サービス

生活習慣病診療に特化しての「rno」 のメリットを語る

生活習慣病予防・管理に力を入れられてきた泉岡医院。週 1回の栄養士による栄養指導を行い、

週 1回糖尿病専門医による外来診療も行っており、新たに「早期糖尿病性腎症のマーカー」と

「ヘモグロビンAlc」 、「自動グリコヘモグロビン分析計」を導入、「inO」 へ接続し結果データ管理を

行っている。こういつた幅広い機器の接続も行え、またヘルスケア情報にもアクセスできるメリット

は計り知れなしヽと感じている。
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′■● 外部ヘルスケア
クラウドサービス
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災害時業務支援システム
フクダレスキューウェブ

フクダレスキューウェブ

フクダレスキューウェプは在宅療養者に

“安全"と “安心"をお届けする

災害時業務支援システムです。
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事前の

対策

強固な

通信網
万全の
サポート

治燎機器に内蔵された
通信モジュール
または通E喘末から
●器動作情報等の送信

77与 百 子 株 式 盆 職
〒1]3-8480東 京都文京区本郷3‐ 39‐ 4 TEL(03)3815‐ 2]2](代 )

フクタ電子ホームページ https″www fukuda co,p/

お客様窓口…8(03)5802-6600
受付時間:月 ～金曜日(祝祭日休日を除く)9.00～ 18:00


